
 

“かもがわ”福祉でまちづくりフェスティバル 

／鴨川市社会福祉協議会 
事業名：“かもがわ”福祉でまちづくりフェスティバル 

○具体的な内容・中身 

・将来を担う子どもに焦点をあて、子育て世代を地域で応援するプログラムを実施。 

 平成２８年度は下記プログラムを実施。 

  ●昔の遊び 多世代交流コーナー    ●人形劇 

  ●はいはい・よちよちレース      ●オルカ鴨川ＦＣと１０ｍレース 

  ●大抽選会              ●かるた大会 

  ●活動紹介・体験ブース        ●子育て用品リユース（再利用）コーナー 

●フードコーナー           ●出張子育てサロン 

○その事業を始めたきっかけ 

・将来を担う子どもに焦点をあてたいという思いから。 

・少子化対策の重点事業として。 

・イベントという形でまずは福祉を知ってもらうため。 

・老若男女問わず社協に関心を持ってもらうため。 

  → 若年層の関心事である「子育て」をテーマに挙げた。 

○事業の特長、特に強調したい点 

・社協のみではなく、地域の福祉関係団体を巻き込んだ実行委員会形式で開催している。 

 → 実行委員会は市内の福祉施設のほとんどに参画してもらっている。 

○事業の財源と事業費の内訳、業務量（事務量、負担感・協力者の人数等） 

・１開催約４０万円。 

  → 会費でまかなっている。資金が不足しているなかでも開催する価値はある。 

○事業の効果、住民・関係者からの評価 

・第４回開催の来場者数は約１,２００人。 

・特に「はいはい・よちよちレース」は市民からの評判が良い 

・協力企業が増えている。 

・参加者（団体同士）がお互いを知ることができ、団体同士の連携につながっている。 

・フェスティバルを開催したことで社協活動を知っていただけた住民もいる。 

○今後、同じような活動を始めるに当たってのヒント・アドバイス 

・まずはテーマを考えることから始める。 

   → 社協活動を広げるなら、子どもをテーマにすると広がりやすい。 

・社協だけでなく民間団体と一緒になって開催していくことで、活動の広がりにつながる。 

この事業に関する問合せ先：鴨川市社会福祉協議会（担当：地域福祉推進室） 

☎04－7093－0606 

（平成 29 年 3 月 29 日作成） 

 

  

“わたしたちの社協の一押し事業 2017” 
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